
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

８
月
９
日
発
生
の
豪
雨
災
害
に
対
し
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
を
ご
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

※
広
報
10
月
16
日
号
に
掲
載
分
（
掲
載
の
了
承
に
つ
い
て
10
月
４
日
ま
で
に
確
認
で
き
た
方
）

以
降
に
確
認
で
き
た
皆
様
《
10
月
24
日
現
在
確
認
分
》

◆
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
複
合
地
区

（
東
北
地
区
）・
３
３
２
‐
Ｆ
地
区
（
秋
田
県
）　

◆
田

沢
湖
職
員
Ｏ
Ｂ
会　

◆
秋
田
銀
行
田
沢
湖
支
店　

支

店
長　

佐
藤
康
夫　

◆
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同

組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

藤
村
正
喜　

◆
富
士
河

口
湖
町
町
議
会
議
員
一
同　

代
表　

小
川
清
治　

◆

西
湖
漁
業
協
同
組
合　

代
表　

三
浦
久　

◆
橋
爪
商

事
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長　

橋
爪
博
志　

◆

夢
の
会　

理
事
長　

田
中
孝
和　

◆
仙
北
市
角
館
赤

十
字
奉
仕
団　

委
員
長　

赤
川
和
子　

◆
仙
北
市
西

木
赤
十
字
奉
仕
団　

委
員
長　

門
脇
ト
キ
ヨ　

◆
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
曲　

会
長　

茂
木
優
子　

◆

長
崎
県
島
原
市　

◆
長
崎
県
島
原
市
議
会　

◆
全
国

治
水
砂
防
協
会　

会
長　

綿
貫
民
輔　

◆
仙
北
市
管

工
事
協
会　

会
長　

高
橋
末
治　

◆
茨
城
県
常
陸
太

田
市
議
会　

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
田
沢
湖
高
原
店

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
田
沢
湖
店　

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ

マ
ザ
キ
神
代
店　

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
角
館
店　

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
大
曲
西
店　

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ

マ
ザ
キ
河
辺
和
田
店　

◆
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
柳
田

川
崎
店　

◆
株
式
会
社
東
北
芝
浦
電
子　

代
表
取
締

役
社
長　

中
山
法
行　

◆
株
式
会
社
東
北
芝
浦
電
子

有
志
一
同　

◆
仙
北
市
商
工
会　

会
長
職
務
代
行
者

副
会
長　

堺
健
太
郎　

◆
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
（
県

内
全
商
工
会
）　

◆
仙
北
市
商
工
会
青
年
部　

部
長　

島
川
祥　

◆
仙
北
市
商
工
会
女
性
部　

部
長　

井
上

好
子　

◆
仙
台
市
立
上
杉
山
中
学
校　

校
長　

須
藤

由
子　

◆
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
５
４
０
地
区
大
曲

仙
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

会
長　

小
笠
原
正
巳　

◆
株
式
会
社
バ
ス
ク
リ
ン　

代
表
取
締
役
社
長　

古

賀
和
則　

◆
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

秋
田
支

社
長　

淺
見
郁
樹　

◆
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋
田
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

小
磯
正
弘　

◆
田
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

す
ず
ら
ん　

◆
岐
阜
あ
か
つ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
生
保
内
地
域
運
営
体　

◆
刺
巻
町
内
会　

◆
石
神

町
内
会　

◆
藤
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会　

◆
佐
藤
公
正

（
岩
手
県
）　

◆
上
野
貴
之
（
北
海
道
）　

◆
江
原
信
昭

（
静
岡
県
）　

◆
吉
田
祐
一
郎
（
京
都
府
）　

◆
北
林
教

子
（
滋
賀
県
）　

◆
高
橋
拓
也
（
埼
玉
県
）　

◆
岡
本

孝
二
（
石
川
県
）　

◆
髙
橋
喜
美
子
（
秋
田
市
）　

◆

佐
藤
正
年
（
千
葉
県
）　

◆
菅
谷
直
子
（
東
京
都
）　

◆
藤
岡
和
子
（
静
岡
県
）　

◆
吉
田
浩
之
（
三
重
県
）

◆
田
中
秋
美
（
仙
北
市
）　

◆
森
貴
美
子
（
仙
北
市
）

　

９
月
26
日
（
木
）
と
27
日
（
金
）
の
２
日

間
、
平
成
25
年
度
ジ
ャ
パ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
通
常
総
会
に
出
席
し
て
き
ま
し

た
。
ジ
ャ
パ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

今
年
設
立
５
周
年
を
迎
え
、総
会
開
催
地
は
、

三
重
県
伊
勢
市
で
す
。
伊
勢
神
宮
の
神
宮
式

年
遷
宮
の
遷
御
の
儀
を
間
近
に
控
え
た
時
期

の
開
催
で
し
た
。

　

三
重
県
で
は
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
や
山
口

百
恵
さ
ん
が
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
出
演
し
た
映

画
「
潮
騒
」
や
特
撮
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
等
が

撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
前
に
、
国
の
重
要
文
化
財
の
賓
日

館
（
ひ
ん
じ
つ
か
ん
）
を
会
場
に
「
地
域
で

の
映
像
製
作
に
必
要
な
も
の
、
探
し
求
め
て

い
る
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
地
域
と
制
作
側
と
の
間
に
入
っ
た

際
の
苦
労
話
や
ロ
ケ
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
映
画
塾
を
開
催
し
た
事

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
支
援
以
外
の

映
像
に
関
わ
る
啓
蒙
活
動
は
参
考
に
な
る
事

例
と
思
い
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
に
参
加

し
、
今
年
の
春
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
き
い

ろ
い
ゾ
ウ
」（
出
演
：
宮
崎
あ
お
い
、向
井
理
）

の
ロ
ケ
地
を
巡
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ

ケ
地
が
離
れ
て
い
て
、
移
動
に
不
便
な
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
し
か
撮
れ
な

い
田
舎
風
景
等
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

為
、
長
く
滞
在
し
撮
影
し
た
よ
う
で
し
た
。

移
動
に
便
利
な
場
所
で
な
く
て
も
、
ロ
ケ
地

の
対
象
に
な
る
よ
い
事
例
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

や
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
に
向
け
て
、
日

本
か
ら
映
像
文
化
を
発
信
し
、
世
界
中
の
人

を
迎
え
る
、
世
界
中
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

為
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も

仙
北
市
で
し
か
撮
る
こ
と
の
で
き
な
い
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
今
ま
で
以
上
に
、
全
国
に
、

世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
強
く

感
じ
た
総
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　
　

坂
本　

洋
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国民年金
だより

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
ま
た
は
０
７
０

　

‐
５
＊
＊
＊
・
０
７
０
‐
６
＊
＊
＊
で
始

　

ま
る
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）
で
お
か
け
に
な
る

　

場
合
は
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０

●
受
付
期
間
／
平
成
25
年
11
月
１
日（
金
）

　

～
平
成
26
年
３
月
14
日
（
金
）

●
受
付
時
間
／

◎
月
曜
日
／
８
時
30
分
～
19
時

　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者

が
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
負
担
し
て
、
後
で
保

険
者
に
保
険
給
付
分
を
請
求
す
る
仕
組
み
（
償
還

払
い
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
住
宅
改

修
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
利

用
者
が
事
業
者
に
保
険
給
付
分
の
受
領
を
委
任

し
、
利
用
者
は
自
己
負
担
分
（
費
用
の
１
割
）
の

み
を
事
業
者
へ
支
払
う
こ
と
に
よ
り
住
宅
改
修

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
制
度
（
受
領
委
任
払
い
）

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

受
領
委
任
払
い
を
利
用
す
る
た
め
に
は
事
業
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
登
録
の
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
新
規
に
受
領
委
任

払
い
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
９
日（
月
）14
時
～（
概
ね
２
時
間
）

●
場
所
／
大
仙
市
役
所　

仙
北
庁
舎　

３
階

　

大
会
議
室

●
問
合
せ
／
介
護
保
険
事
務
所　

保
険
指
導
班

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

住
宅
改
修
受
領
委
任
事
業
者

　
　
　
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
火
～
金
曜
日
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分

◎
第
２
土
曜
日
／
9
時
30
分
～
16
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日
に
19
時

　

ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
祝
日
、
12
月

　

29
日
～
１
月
３
日
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

　

せ
ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か
ら

　

お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か
ら
で

　

も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外

　
（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合

　

は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
「
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
３
０
」
の
電
話

　

番
号
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
通
常
の
通

　

話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省
略
し

　

た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に

　

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

　

で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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